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2017年11月22日 インドの経済・市場動向（2017年11月） 
2017年11月20日 Moody’sがインドを格上げ 

(No.2,910) 
〈マーケットレポートNo.5,745〉 

2017年12月1日 

7-9月期GDPは伸びが加速 
GST導入を巡る混乱は落ち着きへ 

経済政策などにより、景気回復が続く見込み 

景気回復が続く見込み 

インドのGDP成長率（2017年7-9月期） 

 2017年7-9月期の実質GDP成長率は前年同期

比＋6.3％となりました。4-6月期の同＋5.7％から

伸び率が加速しました。 

 需要項目別では、個人消費が堅調で、固定資本

形成（投資）の伸びが前期から回復しました。また

産業別では、鉱業や製造業が成長をけん引しました。 

 7月1日に導入された物品サービス税（GST）を巡

る混乱は最悪期を脱し、製造業を中心に景気回復

局面に戻ったと考えられます。 

 10月24日、インド政府は大型の経済政策を発表

しました。これにより、中長期的な経済成長が加速

すると見られます。特に、銀行への資本注入について

は、不良債権処理進展に伴う融資拡大を通じて景

気回復を後押しすると考えられます。 

 また11月16日、大手格付け機関のMoody’sイン

ベスターズ・サービシーズは、モディ政権の改革への取

り組みなどを評価し、インドの長期債格付けをこれま

でのBaa3から一段階引き上げて、Baa2としました。 

（注）実質GDP成長率は2014年7-9月期～2017年7-9月期。 
     消費者物価は2014年9月～2017年10月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【インドの株式と通貨】 

【実質GDP成長率と消費者物価】 

経済政策が成長を後押し 
モディ政権の改革が評価され格上げ 

（注1）データは2014年11月1日～2017年11月30日。 
（注2）（ルピー/米ドル）は逆目盛。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

 インド経済は、昨年の高額紙幣廃止に続き、GST導入の影響から一時的に減速しました。しかし、GSTを巡

る混乱は落ち着きを見せつつあり、今後は緩やかに成長が高まると考えられます。ただし、財政赤字の拡大傾

向が見られ、今後も改善しない場合には、インド準備銀行の政策姿勢がタカ派に転じる可能性もあります。 

 今後は企業業績の改善が期待され、インド株式は堅調な展開が見込まれます。インフレは緩やかに上昇する

と見込まれますが、投資の上振れが続けば、生産性の向上を通じてインフレ抑制要因となります。経済の高

成長や改革期待を背景に、今後もインドへは資金流入が続くと期待されます。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news171120as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news171122as.html

